
氏　名 田島　幸子　（たじま　さちこ）

転出地 東金市（出身地：旭市）

活動分野 移住定住促進・情報発信

地域おこし協力隊に
応募したきっかけ

活動内容、これから
取り組みたいこと

地域のみなさんへの
メッセージ

・SNS（ブログ、Instagram、FB）による町の魅力の情報発信。
・移住定住促進に関わること。空き家バンクの手伝い。令和5年4月に町民や空き家所有者向けに「空き家
利活用ガイド」を作成、令和6年4月に移住希望者向けに「移住応援ガイド」を作成した。移住希望者向けに
正月飾りWSを開催したり、地域の方と移住希望者（移住者）をつなぐ活動等行っている。
・「ほぼ道の駅ちょうなんプロジェクト」や「長南町里山再生プロジェクト さと結い」の活動に関わり、農産物
のPRや加工に関わること、耕作放棄地となってしまった谷津田を再生しながらSNSでの情報発信を通じ
て移住促進を行っている。

　地域おこし協力隊として４年目になり、これまで多くの町民の皆様や役場職員の皆様に支えられ活動をす
ることができ、感謝の気持ちでいっぱいです。
　今年度で最終年度となるので、後輩に引継ぎをしながら、退任後も自分なりの方法で地域の魅力が伝え
ていけるよう模索しているところです。全国各地を歩いても長南町のように町中に古い建物と里山がセッ
トで残っている町は数少ないと思います。古民家を「町の資源」捉え、利活用していきませんか？
　これからも地域の方と移住者を繋ぐお手伝いを積極的に行いたいと思っています。

・夫が長南町を拠点に里山整備をするNPOに携わっていた関係で、友人の古民家再生や裏山整備を
手伝うなか、里山の美しさや豊かさに惹かれて。
・食や農に関わる仕事をしたいと思い、情報発信を通じてその魅力を発信すると同時に農産物の加工に関
わることをしたいと考えたため。
・長南町は都心に近いと同時に、古民家や谷津田など日本の古き良き原風景が残る美しい町。空き家対策
に関わることで、この町の良さを守り伝えていきたいと思ったため。


